



The Farm Policy in the Less-favoured Area in Asyoro Hokkaido
 
Kikuji HOTCHI
酪農学園大学紀要 別 刷 第 29巻 第 ２ 号
Reprinted from
”Journal of Rakuno Gakuen University”Vol.29,No.2(2005)






















































J.Rakuno Gakuen Univ.,29 (2):105～115(2005)
?酪農学部 農業経済学科 食料経済史研究室


































































































































号 集落名 集落の範囲 草地面積(ha)農業者(人) 生産組織等(組織)
1 庄内地区 庄内地区 7 － 151.3
2 白糸第１ 白糸第１ 10 1 215.8
3 白糸第２ 白糸第２ 8 － 253.2
4 白糸第３ 白糸第３ 10 － 337.2
5 仲和 仲和，清川 3 － 60.4
6 五十鈴 五十鈴 7 － 255.9
7 向陽 向陽 6 － 125.7
8 栄 栄 3 － 155.1
9 柏倉 茂喜登牛，柏倉 7 － 320.2
10 柏せせらぎの会 柏倉 3 － 159.4
11 芽登畜産振興会 東芽登，上芽登，西芽登，礎 15 2 519.5
12 末広 末広 5 1 282.5
13 植坂 植坂，中央植坂 7 1 353.6
14 中矢 中矢，紅葉橋 11 － 280.5
15 花輪 中矢，花輪 3 － 123.9
16 旭ヶ丘 旭ヶ丘 2 1 300.4
17 小坂山地域 小坂山畜産基地 5 1 163.1
18 開拓農協 北斗地区（開拓農協４団地） － 1 542.0
19 常磐・美盛 常磐，美盛 9 1 49.8
20 足寄地区 足寄地区 26 － 68.4
21 平和地区牧野 平和，共栄町 6 － 71.5
22 中足寄 中足寄 27 － 135.7
23 稲牛 稲牛 14 － 110.9
24 ラワン 奥足寄，長野，螺湾，上螺湾，螺湾高台 39 － 568.3
25 上足寄 美里別，宮城，茨城，伊奈，白愛 24 － 417.3
26 相和地区 相和地区 63 1 338.2
27 塩幌 塩幌 17 － 170.6
28 上利別地区 上利別地区 11 － 213.2
29 大誉地 大誉地 32 3 569.1
30 上誉地 上誉地 9 2 609.5
31 芽登 開北，芽登，南芽登，中芽登，上芽登，喜登牛 17 1 923.3
32 北斗草地 北斗草地（足寄町農協） － 1 231.6
33 上足寄太 上足寄，平和，昭和 10 1 35.0



























































































1 庄内地区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 白糸第１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 白糸第２ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 白糸第３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 仲和 ○ ○ ○ ○
6 五十鈴 ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 向陽 ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 栄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 柏倉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10 柏せせらぎの会 ○ ○ ○ ○
11 芽登畜産振興会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 末広 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
13 植坂 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 中矢 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 花輪 ○ ○ ○ ○ ○
16 旭ヶ丘 ○ ○ ○ ○ ○ ○
17 小坂山地域 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18 開拓農協 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 常磐・美盛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
20 足寄地区 ○ ○ ○ ○ ○ ○
21 平和地区牧野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
22 中足寄 ○ ○ ○ ○ ○
23 稲牛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
24 ラワン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
25 上足寄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
26 相和地区 ○ ○ ○ ○ ○ ○
27 塩幌 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28 上利別地区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
29 大誉地 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 上誉地 ○ ○ ○ ○ ○ ○
31 芽登 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
32 北斗草地 ○ ○ ○



















足寄町計 371 369 10,471 28.2 2,809 420
旧足寄村 123 123 2,922 23.8 894 168
旧西足寄村 248 246 7,548 30.4 1,915 252
足寄町計 － － 100.0 － 26.8 4.0
旧足寄村 － － 100.0 － 30.6 5.7















作物 酪農 肉用牛 養豚 養鶏
その他
畜産
足寄町計 371 210 8 6 4 3 29 108 35 － － 17
旧足寄村 123 48 5 6 3 － 2 21 6 － － 5
旧西足寄村 248 162 3 － 1 3 27 87 29 － － 12
足寄町計 100.0 56.6 2.2 1.6 1.1 0.8 7.8 29.1 9.4 － － 4.6
旧足寄村 100.0 39.0 4.1 4.9 2.4 － 1.6 17.1 4.9 － － 4.1



















足寄町計 35 － － 5 8 － 22 124
旧足寄村 11 － － － － － 11 64
旧西足寄村 24 － － 5 8 － 11 60
足寄町計 9.4 － － 1.3 2.2 － 5.9 33.4
旧足寄村 8.9 － － － － － 8.9 52.0









足寄町計 10,470 3,297 799 7,086 88 25 7,885
旧足寄村 2,922 1,605 317 1,274 43 14 1,591
旧西足寄村 7,548 1,692 482 5,812 44 11 6,294
足寄町計 100.0 31.5 7.6 67.7 0.8 0.2 75.3
旧足寄村 100.0 54.9 10.8 43.6 1.5 0.5 54.4




































































３条賃借権 ３条所有権 経営基盤法賃借権 経営基盤法所有権
年度
畑 採草放牧地 畑 採草放牧地 畑 採草放牧地 畑 採草放牧地
1996 11.3 － 30.0 － 151.8 11.0 14.5 4.1
1997 6.5 － 1.0 － 91.9 1.9 95.1 6.7
1998 － － 0.2 － 273.3 6.3 93.0 20.9
1999 2.5 － 22.5 － 619.2 50.5 10.8 136.9
2000 4.0 － 5.7 3.8 268.9 8.6 61.7 54.5
2001 2.1 － 21.4 － 493.5 48.6 221.3 476.5
2002 68.9 － 3.7 － 115.1 － 87.4 4.9
賃借権の計 所有権の計
年度
畑 採草放牧地 畑 採草放牧地
1996 163.1 11.0 44.5 4.1
1997 98.4 1.9 96.1 6.7
1998 273.3 6.3 93.2 20.9
1999 621.7 50.5 33.3 136.9
2000 272.9 8.6 67.4 58.3
2001 495.6 48.6 242.7 476.5
2002 184.0 － 91.1 4.9
（資料）『足寄町農業委員会概要』より作成。




































農地区分 小作料 (円) 農地特徴及び通常の農業経営 適用地区
上限額 8,280





































































































者がいる 酪農単一 肉用牛単一 その他作物 その他畜産 複合経営
1970 12 －
1975 12
1980 11 － 9 6 2 1
1985 11 8 6 2 1 － 2
1990 10 1 6 5 2 2 － 1
1995 8 5 4 1 1 － 2






計 田 畑 樹園地 不作付地
1970 129.6 － 129.6 － － 50.0 －
1975 162.7 － 162.7 － － － － － －
1980 185.6 － 185.6 － － － 12.0 1.4 5.5
1985 215.0 － 215.0 － － － 30.0 15.3 11
1990 189.2 － 189.2 － － － － 12.2 10
1995 189.5 － 189.5 － － － － 19.8 －
2000 158.1 － 158.1 － － 5 － 21.3 2.8
（資料）2000年世界農林業センサス「農業集落カード」より作成。
(注）1995年と2000年の数値は販売農家であるが，「向陽」集落は全てが販売農家であった。







2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 金額 構成比
役員報酬 300 440 440 440 440 2,060 18.6
集落の管
理体制 会議費 52 106 106 106 106 476 4.3
事務委託費 59 73 73 73 73 351 3.2
エゾ鹿被害防止柵設置及び維持
管理 318 192 0 0 0 510 4.6農業生産
活動 農道・明渠の草刈等清掃作業 0 60 60 60 60 240 2.2
交換分合等農地効率化利用 0 30 30 30 30 120 1.1
農場周辺環境の整備・花壇芝生
の整備，苗種代 0 60 60 60 60 240 2.2
集落環境美化整備のための共同
作業 0 30 30 30 30 120 1.1
農場・住宅景観の調査研究 0 30 30 30 30 120 1.1多面的機
能を増進
する活動
環境保全型農業推進に係る研修 0 30 30 30 30 120 1.1
合併浄化槽の整備，廃車廃屋撤
去 0 180 180 180 180 720 6.5
農業廃棄物プラ適正処理 0 30 30 30 30 120 1.1
完熟堆肥で減農薬・減化学肥料
の増進 0 300 420 420 420 1,560 14.1
デジタルオルソによる農用地利





共同作業 0 60 60 60 60 240 2.2
糞尿処理し完熟堆肥，液肥の生
産散布作業 0 644 720 720 502 2,586 23.3
農業実習生の受入体制整備・受
入奨励金 0 120 120 120 120 480 4.3
農家女性グループ活動等の支援 0 60 60 60 60 240 2.2
担い手の
定着に係
る活動 酪農ヘルパー利用促進 0 60 60 60 60 240 2.2
集落活動の先進地視察 0 30 30 30 30 120 1.1




1999 2000 2001 2002 2003 2004
延べ面積 746 813 663 824 684 720
牧草収穫
戸数 12 14 14 15 17 17
延べ面積 265 295 296 325 295 300
デントコーン収穫
戸数 29 30 30 32 30 31
面積 － 152 240 231 442 400
堆肥散布
戸数 15 19 18 20 38 40
面積 187 154 178 184 235 220
耕起



























































114 發 地 喜久治
表15 交付金制度に望むこと
―足寄町協定締結34集落アンケート調査結果より―
・最初は制度のことが良く分からないでいたが，一年一年が経つごとに，交付金の成果が見えてくるようになり，これか
らの経営と集落のために欠かせない事業であると実感している。今のままでやらせてほしい。
・４～５年前までは，農業経営がかかえている課題は，自分だけで解決すべきものと思っていたが，本制度により，集落
の皆に相談して解決にむけている。生き残りのために，助け合いの考えが出てきているので本当に良い制度だと思いま
す。
・戦後開拓地区が２代目から３代目に移行しつつある現在，農業の存続を問いかけ，自らの地域集落で答を出していくの
に，大切な制度だと思います。
・集落の話し合い，共同活動など，ようやく軌道にのってきた。このままのやり方でやっていきたいので，制度の基本は
変更しないでほしい。
・本制度のお陰で集落が活気づいている。特に女性達が。家のまわりが花壇できれいになった。
・記帳が複雑で大変だと思っている。酪農は得意だが，記帳は苦手である。事務委託をしようと考えている。
・集落の会計は，複式簿記で記帳すると良いのでは。収支の記録だけでは，資産管理ができない。エクセルか何かで集落
の簿記記帳ができると良いのですが。
・将来的に続いてもらいたい。
・直接払い制度の個人配分を希望します。
・今後のWTOの流れによりますが，自分の子供達があとを継がなくても，やる気のある若者がいれば，新規就農者とし
て譲渡したい。
・本制度により，集落活動を通じて話し合いするようになった。集落生き残りに必要な制度である。
・４年目をむかえ，制度を理解して共同活動等が活発化しているので，現行制度で継続してほしい。制度を変更しない方
が集落活動としてなじんでいくのではないかと思われる。
・書類の整備が簡素化されることを望みます。
・中足寄地域については，草地比率が低いため共同活動を行うのが精一杯でもっと他の事も考えてほしい。
・中山間制度は，大変我々条件の悪い地域での営農には良いのですが一般農地にも本制度が当てられ農業生産活動が不
安のないようになり，後継者も安心して営農を続けて行けるような地域農業を進めて行きたいと思います。
・交付金は直接個人に交付すべきである。
・本制度により地域は，農業への取り組みを意欲的に実行している。生産意欲を継続させるために，農産物の自由化にブ
レーキをかけるような，農業施策の連携があってほしい。
・飼料畑についても対象にしてほしい。
・条件不利地には，やはり畑作も含めるべきで，土壌凍結や，農地形状・生産性等で判断し，制度改正をした中でぜひ継
続願いたい。
（資料）足寄町町役場農林課「中山間地域等直接支払制度に係る調査集計票」より作成。
（備考）調査は，集落協定を締結している34集落を対象に2003年12月に実施されている。
115中山間地域等直接支払交付金制度の実施状況に関する調査研究
